
超
高
齢
社
会
・
長
寿
時
代
の
到
来

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
２
０
２
１
年
の
出
生
児
は
80

万
人
前
後
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
他
方
、
死
亡
率

は
抑
制
で
き
、
人
口
動
態
は
「
出
生
低
位
・
死
亡
低

位
」
で
推
移
し
、
２
０
６
５
年
前
に
高
齢
化
率
40
％

に
達
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

高
齢
化
は
「
社
会
の
問
題
」
で
あ
る
が
、
継
続
的

な
死
亡
率
の
低
下
、
長
寿
時
代
の
到
来
は
「
個
人
の

問
題
」
で
あ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
に
よ
る
と
２
０
６
５
年
に
は
、
90
歳
以
上

の
生
存
率
は
男
性
40
・
９
％
、
女
性
は
66
・
７
％
、

中
位
寿
命
は
、
男
性
87
・
８
歳
、
女
性
93
・
９
歳
と

な
り
、
人
生
90
年
時
代
は
目
前
で
あ
る
。

加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
認
知
機
能

　

２
０
２
５
年
に
は
、
高
い
経
済
成
長
の
成
果
を
享

受
で
き
た
団
塊
世
代
は
75
歳
に
到
達
す
る
。
こ
の
世

代
の
多
く
は
十
分
な
資
産
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
決

し
て
「
経
済
的
弱
者
」
と
は
見
な
さ
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
資
産
等
だ
け
で
は
判
断
で
き
な

い
問
題
と
し
て
、
加
齢
に
伴
う
認
知
機
能
の
低
下
に

よ
る
経
済
行
動
に
関
す
る
意
思
決
定
・
判
断
能
力
の

低
下
が
あ
る
（
注
１
）。

　

認
知
機
能
の
低
下
に
つ
い
て
は
、「
正
常
加
齢
」

に
伴
う
も
の
と
、
何
ら
か
の
「
病
気
」
に
よ
る
も
の

と
区
別
し
て
お
く
点
を
強
調
し
た
い
。
脳
神
経
科
学

と
経
済
学
が
結
合
し
た
「
神
経
経
済
学
」
に
よ
る
と
、

両
者
の
認
知
機
能
の
低
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
異
な
っ

て
お
り
、
正
常
加
齢
に
よ
る
認
知
機
能
の
低
下
は
、

脳
の
腹
側
線
条
体
の
「
注
意
刺
激
」
ま
た
は
「
情
報

処
理
」
の
要
求
が
高
い
場
合
に
発
生
す
る
（
注
２
）。
他
方
、

認
知
症
の
多
数
を
占
め
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
関

連
す
る
認
知
機
能
の
問
題
は
、「
記
憶
の
符
号
化
、

統
合
化
お
よ
び
検
索
」
に
関
連
す
る
内
側
側
頭
葉
領

域
に
お
け
る
問
題
の
発
生
と
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）。

　

正
常
加
齢
に
伴
う
認
知
機
能
の
低
下
は
誰
で
も
起

き
得
る
も
の
で
、
日
常
の
経
済
活
動
、
資
産
管
理
に

は
殆
ど
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
集
中
力
と
注
意
力
を

必
要
と
す
る
複
雑
な
経
済
的
な
意
思
決
定
や
資
産
運

用
、
或
い
は
短
時
間
や
不
慣
れ
な
状
況
、
心
配
ご
と

な
ど
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
下
の
意
思
決
定
に
お
い
て
は
、

誤
っ
た
意
思
決
定
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
他

方
で
、
年
齢
と
と
も
に
発
症
率
が
上
昇
す
る
認
知
症

に
よ
り
認
知
機
能
が
低
下
す
る
と
、
徐
々
に
日
常
の

経
済
活
動
、
資
産
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
。

　

今
日
議
論
さ
れ
て
い
る
認
知
機
能
の
低
下
問
題
は
、

こ
の
両
者
の
区
分
が
十
分
意
識
さ
れ
ず
、「
認
知
機

能
の
低
下
は
、
全
て
認
知
症
」
と
さ
れ
、
そ
の
対
応

は
医
療
・
介
護
、
認
知
症
対
策
、
成
年
後
見
制
度
の

普
及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
注
４
）。
し
か
し
、
認
知
症
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
正
常
加
齢
に
よ
る
認
知
機
能
の

低
下
」
で
あ
っ
て
も
、
高
齢
者
の
経
済
活
動
の
自
律

性
は
低
下
し
「
脆
弱
な
経
済
主
体
」
に
な
る
。
超
高

齢
化
社
会
と
は
、「
脆
弱
な
経
済
主
体
」
が
増
加
す
る

社
会
で
あ
り
、
そ
し
て
個
人
は
、
長
寿
時
代
の
人
生

の
一
定
期
間
、「
脆
弱
な
経
済
主
体
」
を
経
験
す
る
。

超
高
齢
社
会
・
長
寿
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

市
場
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
長

駒こまむ
ら村
康こうへ

い平
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特集 エイジレス社会の実現に向けて

要
介
護
高
齢
者
は
在
宅
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
自
分
ら
し
い
生
活
の
た
め
に
は
多
様
な
民
間
サ

ー
ビ
ス
を
使
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
様
々
な

規
制
の
見
直
し
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
も
必
要

で
あ
る
が
、
高
齢
者
が
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

で
き
る
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
誰

が
ど
の
よ
う
に
高
齢
者
の
経
済
活
動
の
意
思
決
定
を

支
え
る
の
か
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
際
に
、
消
費
者

庁
の
報
告
書
の
よ
う
な
漸
進
的
改
革
で
十
分
な
の
か
、

現
在
は
存
在
し
な
い
別
の
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
の
導
入

な
ど
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
資
産
を
「
購
買
力
」

に
転
換
で
き
な
い
高
齢
者
が
増
加
す
る
超
高
齢
社
会
、

長
寿
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
場
の
あ
り
方
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

の
脆
弱
性
に
関
す
る
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
注
６
）」
に
よ
る
と
、

高
齢
者
は
「
金
銭
的
搾
取
・
金
銭
的
虐
待
」、「
金
融

詐
欺
」
に
さ
ら
さ
れ
、 

①
不
向
き
な
投
資
へ
の
誘
導
、

②
Ｆ
Ａ（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）や

他
人
に
よ
る
金
融
詐
欺
、
③
認
知
力
の
衰
え
に
よ
る

判
断
力
の
低
下
、
④
複
雑
な
商
品
に
対
す
る
判
断
力

の
低
下
、
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
、
そ
の

対
応
策
と
し
て
、
①
高
齢
者
向
け
教
育
、
②
担
当
者

の
育
成
、
③
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
④
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
等
窓
口
の
整
備
、
そ
し
て
「
特
別
な
規
制
の
検

討
」
も
必
要
と
し
て
い
る
。

超
高
齢
社
会
・
長
寿
社
会
に
お
け
る 

市
場
の
あ
り
方

　

近
代
社
会
は
、
個
人
は
あ
る
程
度
合
理
的
な
意
思

決
定
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
法
制
度
・

経
済
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
脆

弱
な
経
済
主
体
の
増
加
は
、「
合
理
的
な
意
思
決
定
」

と
い
う
近
代
社
会
の
前
提
を
壊
す
可
能
性
が
あ
る
。　

　

現
在
約
２
千
兆
円
に
も
及
ぶ
金
融
資
産
の
約
30
％

が
75
歳
以
上
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
、
そ
の
大
半
は
預

貯
金
で
あ
る
。
75
歳
以
降
の
高
齢
者
の
金
融
資
産
が

積
み
上
が
っ
て
い
く
原
因
と
し
て
、
予
備
的
動
機
、

遺
産
動
機
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
高
齢
者
の
認
知
機
能

が
低
下
し
、
そ
れ
が
消
費
・
投
資
の
「
根
詰
ま
り
」

と
な
り
、
消
極
的
に
預
貯
金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
（
注
７
）。

　

紙
面
の
制
約
で
消
費
面
の
問
題
だ
け
指
摘
し
て
お

こ
う
。
今
後
、
在
宅
介
護
が
増
え
て
い
く
と
さ
れ
る

が
、
公
的
医
療
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、

「
脆
弱
な
経
済
主
体
」
の
増
加
に 

市
場
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

「
脆
弱
な
経
済
主
体（
即
ち
、「
脆
弱
な
消
費
者
」
で

あ
り
、「
脆
弱
な
投
資
家
」
で
も
あ
る
）」
の
増
加
に

対
し
て
、
市
場
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
、
こ
の
議
論
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
消
費
者
契
約
法
を
巡
っ
て
、
消
費
者
庁
で
は
、

高
齢
化
や
デ
ジ
タ
ル
経
済
な
ど
の
普
及
に
対
応
す
る

た
め
の
改
革
案
が
議
論
さ
れ
て
い
る
（
注
５
）。
消
費
者
の
脆

弱
性
に
つ
い
て
、
①
高
齢
者
を
想
定
し
た
「
消
費
者

の
属
性
に
基
づ
く
恒
常
的
・
類
型
的
な
脆
弱
性
」
と
、

②「
消
費
者
で
あ
れ
ば
属
性
を
問
わ
ず
誰
も
が
陥
り

得
る
一
時
的
な
脆
弱
性
」
と
に
整
理
し
て
、「
消
費

者
が
事
業
者
と
の
健
全
な
取
引
を
通
じ
て
安
心
し
て

安
全
に
生
活
し
て
い
く
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
を
整
備
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で 

①「
判
断
力
の
著
し
い
低
下
が
消
費
者
の
脆
弱
性
の

う
ち
恒
常
的
・
類
型
的
な
脆
弱
性
の
典
型
的
場
面
で

あ
り
、
超
高
齢
社
会
の
進
展
を
踏
ま
え
た
対
応
が
法

に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
」
と
し
つ
つ
も
、
②「
事
業

者
・
消
費
者
の
双
方
に
生
じ
る
負
担
の
兼
ね
合
い
に

も
配
慮
が
必
要
」
で
あ
り
、
③
法
的
対
応
は
「
生
活

に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
を
典
型
的
場
面
に
限

定
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、「
事
業
者
の
予
見
可
能
性

を
確
保
し
、
消
費
者
が
必
要
な
契
約
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
は
「
脆
弱
な
投
資
家
」
で
も
あ
る
。
Ｉ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｏ（
証
券
監
督
者
国
際
機
構
）の
「
高
齢
投
資
者

（
注
）�Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
：
２
０
２
０
年
に
発
足
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
購
入
し
途
上
国
な
ど
に
分
配
す
る
国
際
的
な
枠
組
み

（
参
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能
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与
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影
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い
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駒
村
康
平
編
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２
０
２
１
年
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参
照

（
注
２
）�後
継
者
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
多
数
の
中
小
零
細
企
業
の
経
営
者

が
70
歳
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。「
経
営
者
と
し
て
の
高
齢
者
の
認

知
機
能
の
低
下
」
は
、
経
営
上
の
判
断
ミ
ス
に
つ
な
が
る
危
険

性
も
あ
る
。
駒
村
康
平
編
著（
２
０
２
１
年
）参
照

（
注
３
）�日
本
認
知
症
官
民
協
議
会
『
認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
実
現

の
た
め
の
手
引
き
』
参
照

（
注
４
）�消
費
者
庁
『
消
費
者
契
約
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
』
参
照

（
注
５
）�日
本
証
券
業
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

（
注
６
）�例
え
ば
、
認
知
症
高
齢
者
の
保
有
す
る
金
融
資
産
は
１
０
０
兆

円
を
超
え
る
と
い
う
推
計
も
あ
る

（
注
７
）�駒
村
康
平
『
加
齢
が
意
思
決
定
に
与
え
る
影
響
─
神
経
経
済
学

と
金
融
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
視
点
か
ら
─
』
を
参
照
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